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令和５年度 第２回 鹿児島市子ども・子育て会議教育・保育部会 

 

【開催日時】 

令和６年１月３０日  １５：００ ～ １６：１０ 

 

【開催場所】 

かごしま市民福祉プラザ 中会議室 

【出席者】 

○部員 ８名 

平嶋部会長、前原部員、青木部員、富永部員、 

池田部員、西蔭部員、丸山部員、横山部員 

 

○鹿児島市 

山之内保育幼稚園課長 ほか事務局職員 

 

【会次第】 

１．開  会 

２．議  事 

(1) 幼保連携型認定こども園の設置認可について 

(2) 幼保連携型認定こども園設置者変更の認可について 

(3) 利用定員の設定について 

３．報  告 

(1) 第二期鹿児島市子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の確保必要数の確

保に向けた今後の取組みについて 

４．そ の 他 

５．閉  会  
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【審議の概要】 

２．議  事 

（１） 幼保連携型認定こども園の設置認可について 

（事務局）  [資料説明] 資料１～３ 

 

（部 員） 保育所から幼保連携型認定こども園へ移行するにあたり、２･３号含めた定員数に対

して、１号定員を設定すべき割合を定めていないのか。 

（事務局） 第二期子ども･子育て支援事業計画の中間見直しにおいて、幼保連携型認定こども園

への移行については、２･３号定員増を伴わない、かつ、区域の縛りをなくしたものと

なっており、１号定員の割合は特に設定されていない。 

 

（２） 幼保連携型認定こども園設置者変更の認可について 

（事務局）  [資料説明] 資料４ 

意見なし 

 

（３） 利用定員の設定について 

（事務局）  [資料説明] 資料５ 

意見なし 

 

３．報  告 

（１） 第二期鹿児島市子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の確保必要数の

確保に向けた今後の取組みについて 

（事務局）  [資料説明] 資料６ 

 

（部 員） 募集に対する、応募の見込みはどれくらいか。 

（事務局） 先日開催した募集に関する説明会では、６６法人が参加した。 

 

（部 員） １号児のうち約半数が新２号として扱っている状況であるが、この新２号への対策

として鹿児島市はどのように考えているか。 

（事務局） 鹿児島市では昨年から、１号定員の枠を２号定員に振り替える定員変更、それに必

要な費用について補助金を支給するという取り組みを行っている。 

 

（部 員） 新しく保育所等を設置することで保育士の確保が難しくなると危惧している。保育

士確保に向けた具体的な対策はあるか。 

（事務局） 鹿児島市では、常勤職員に２万円/月を支給している。奨学金返済補助や一人暮らし

の宿舎借り上げ助成も行っている。また、支援センターで保育士のサポート、ICTや紙

おむつ処理の補助も取り組んでいる。今後は、広報にも力をいれたいと思う。 

 

 


